人員基準チェックリスト（居宅介護支援）
事業所名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	職種
	基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。）

	従業者
	介護支援専門員
	□ 介護支援専門員の資格を有している。

□ １人以上は、常勤である。
□ 利用者の数（指定介護予防支援を行う場合にあっては、当該事業所における指定居宅介護支援の利用者の数に当該事業所における指定介護予防支援の利用者の数に３分の１を乗じた数を加えた数。）が44又はその端数を増すごとに1以上配置している。なお、指定居宅介護支援事業所が、ケアプランデータ連携システムを利用し、かつ、事務職員を配置している場合は、利用者の数が49又はその端数を増すごとに1以上配置している。※介護予防ケアマネジメントの利用者は含まない
〈必要数〉

利用者数

必要数

人

÷

44
＝

人

（又は49）
(小数点以下切上)

〈配置員数〉（　　月）

常勤※の従業者数

(Ａ)

人

非常勤の従業者の

勤務延時間数

常勤の従業者が

勤務すべき時間数

常勤換算

(Ｂ)

常勤換算後の員数

(Ａ)＋(Ｂ)

時間

÷

時間

＝

人

人

(小数点第2位以下切捨)

※常勤：当該事業所における勤務時間が、当該事業所において定められている常勤の従業者が勤務すべき時間数に達していることをいう。

	管理者
	□ 介護支援専門員の資格を有している。

□ 主任介護支援専門員の資格を有している。
令和３年３月31 時点で主任介護支援専門員でない者が管理者である居宅介護支援事業所については、当該管理者が管理者である限り、管理者を主任介護支援専門員とする要件の適用を令和９年３月31 日まで猶予する。
□ 常勤である。

○ 専従である。

○ 専従でない場合、次の要件を満たしている。

□ 事業所の管理上支障がない。
□ 兼務する職務が次のいずれかの場合である。

□ 当該事業所の介護支援専門員として職務に従事する場合

　　　
□　特に支障がない範囲内にある事業所等の管理者

　・兼務する事業所について

（名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　 （兼務する職務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　※介護保険事業以外の職務の場合も記載すること




